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■ 点  鐘        濱田 聖子 会長 

■ 国 歌 斉 唱    「君が代」 

■ ロータリーソング   「奉仕の理想」 

 

■ 唱  和        「4つのテスト」 

 

■ ソングリーダー   貝嶋 政治  君 

 

 

■ 会長挨拶        濱田聖子 会長 

 

 

皆様こんばんは！先週の例会を済ま

せて駆け足で京都六角堂の本校に生

け花研究会に行ってきました。 

羽田行きの機中ではクラブ会長の挨

拶文を考え、そして羽田から京都迄は

生け花の作品構成を考えたりと、頭の

切り替えが大変ですが、今の状況の中

で、出来るかぎりの努力をしています。 

京都で 1年ぶりに会った友にクラブの

２０２２－２０２３年度 第９回（通算第１１５４回） 

プログラム『地区補助金報告会』【担当】奉仕プロジェクト委員会 

■日時：令和４年 ９月６日（火）18時 30分～ ■例会場：ANA クラウンプラザホテル釧路 

【会長】濱田 聖子 【副会長】春日 賢二 【幹事】千葉 潔 【副幹事】遠藤 若枝 
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カラーの会報を見せてあげました。 

目を見張って読んでいる姿をみて誇

らしい気持ちになりました。 

泥縄式で向かった生け花作品も何と

か OK を頂きいつもの暑い京都にも満

足して帰宅してきましたが、Jal チケ

ットの私は残念なことに豚まんの 551

がＡＮＡ空港ビルしか売って無く買

えませんでした。 

がっかりです。 

先週、貝嶋直前会長のフォーラムをお

聞きして年の上下に関わらず話が出

来る…が印象にのこりました。 

そしてロータリーが取り持つご縁で

御結婚され、何よりも奥様もロータリ

ーの理解者であるのは素晴らしいこ

とだと感じました。 

今日の「地区補助金報告例会では私が

22 年間指導させて頂きました釧路工

業高等専門学校華道部に社会青少年

育成事業としてハサミその他 5点を寄

贈させていただきました。 

最初の補助金は 10 年前の游学館から

始まり現在にいたっています。 

伝統文化である華道、玄関に 1輪の花

を飾りお客様を迎えるあたたかい心、

優しい心、℟Ⅰ会長インクルージョン

にうたわれている光景のひとコマで

しょう。 

青少年達に日本の伝統文化を育んで

いく上でこの度の社会・青少年育成 

事業が手助けになれれば幸いです。  

社会・青少年育成事業担当の千葉幹事

よろしくお願いいたします。 

 

 

幹事報告        千葉 潔  幹事 

 

①  9 月のロータリーレートは 1ド 

ル 139 円です 

②  第 7 分区ロータリーアン・マス 

ターズゴルフ大会が 2023 年 5 月 21 

日(日)に開催される事となりました。 

③ 第 7 分区各クラブ様より 9 月の

例会プログラムが届いております。パ

ーソナルボックス上に置いてありま

すので、ご確認下さい。 

④ 次週の例会は 9 月 11 日(日) 野

游会です。日付のお間違いのない様に

お願い致します。 

⑤ 本日の例会終了後 3 階花の間にお

いて理事会がございます。 

理事役員の皆さま、宜しくお願い致し

ます 

各種記念日の紹介（親睦活動委員会） 
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【入会記念日】 

横山豊君 令和２年 9月１5日（2年目） 

広報誌の原稿（私の楽しみ）執筆依頼

致しますのでよろしくお願いします。 

 

【誕生祝】 

平野知子さん 平成 23年 9月 10日(11年目) 

行事では色々なものをいつもお借り

しています。ありがとうございます。 

 

☆ 本日のニコニコ献金合計 

２０，０００円 累計 2３3,000円 

小銭献金 １２０円 累計 2、３２２円 

【大槻先生・稲守先生を迎えて】 

濱田聖子さん 

【大槻先生・稲守先生宜しくお願いします】

貝嶋政治君、千葉潔君、春日賢二君、

池田圭樹君、遠藤若枝さん、後藤義信

君、漆崎隆君、森圭一郎君、澤田雅仁

君、葭本正美君 

 

 

奉仕プロジェクト委員会 委員長千 葉 潔 

皆様 こんばんは 

奉仕プロジェクト委員会の千葉です。

宜しくお願い致します。 

本日のプログラムですが、『地区補助

金報告会』となっております。 

今年度のプロジェクトは 釧路工業高

等専門学校 茶道部華道 青少年育成

計画です。高専華道部は今年で設立 

30 年目に入り、現在 21 名の部員で

活動されております。 

その活動状況は、限られた華道の道具

を共同で使用している為、思う様な活

動が出来ていないと伺っております。 

そこで、この度のプロジェクトにおい

て、充分な部活動を行える為のサポー

トとして華道具などを贈呈し、青少年

育成事業を実施する事と致しました。 

充分な道具が一人一人に行き渡る事

により、お花に触れる時間を増やして

頂き、お花を生ける事により、想像力、

本日のプログラム 

地区補助金報告会 

担当 奉仕プロジェクト委員会 

担当 ロータリー 
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集中力を養い、今後の社会生活に生か

して頂けるものと思っております。 

近年では、コロナ禍という事でもあり

まして、オンラインでのお花の展覧会

など、さまざまな形で日本伝統芸術が

広まっているそうです。 

日本の伝統芸術の代表格でもある華

道です。今後も高専華道部の皆さまの

ご活躍に期待致しまして、今回のプロ

ジェクトの報告と致します。 

本日は高専華道部より、担当顧問の 

大槻 香子 先生と 稲守 栄 先生をお

招きしての例会でございます。 

それでは、ここで 濱田会長より、茶道

部華道 担当顧問 大槻香子 先生、稲

守 栄 先生に目録の贈呈です。 

濱田会長・大槻先生・稲守先生、ご登

壇下さい。 

ここで大槻先生・稲守先生より卓話を

して頂きます。 

大槻先生・稲守先生、宜しくお願い致

します。 

【大槻先生・稲守先生卓話】 

 

皆さまこんばんわ。釧路高専から来ま

した茶道部華道の顧問をしておりま

す大槻と申します。並びに稲守のほう

も一緒に発表させて頂きたいと思い

ます。では，スライドの方で説明させ

ていただきたいと思います。   

この度はお招きありがとうございま

す。何度もご紹介頂いて光栄でござい

ます。私たちは釧路高専の茶道部です。

茶道部の中でずっと華道に取組んで

参りました。その中で、会長の濱田先

生とのご縁が出来まして、より熱心に

華道に取組んでおります。  

まずは、本校の釧路高専の茶道部です

が、現在部員が 21 名で活動しており

ます。高専と言えば、男子が多い学校

ですが、今年は 1年生の男子が 3人も

入ってくれまして、男子 5 人女子 16

人で活動しています。専門講師として

華道と茶道の先生がお稽古をしに来

てくれておりまして、華道は濱田先生

が 2001 年よりずっと教えてに来てく

れております。顧問は私大槻とあと中

島、そして稲守の３人でずっと続けて

おります。 皆さんご存じかと思いま

すが、釧路高専は大楽毛の端にある中

学校を卒業後に入学する 5年制の工業

に特化した専門を教える学校です。現

在、3 コース 5 分野で展開しており、

専攻科も含めまして学生数約 800 人。

釧路の中の高校と並べてみると実は

人数が多い学校ではあります。 ただ、

半分以上が寮生で、釧路市内から通わ

れているお子さんが少なく、全道はも

ちろん、遠くは九州、関東と全国から

学生が集まっている学校です。  

では、まず茶道の中の華道という位置

づけについてお話をしていきたいと

思います。我々が茶道部を創部したの

が、かれこれ 30 年以上前です。茶道
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と華道のかかわりは非常に深くて、茶

道が始まった時から華道とは切り離

せず、お花のお稽古も始まっていまし

た。最初は茶道の先生がお花も教えて

いましたが、その先生が切り替わると

きに濱田先生をご紹介頂いて、それか

らずっと濱田先生にご教授いただい

ている形になっております。   

茶道の床には必ずお花を設えます。た

だ、お花を置くというだけじゃなくて、

どのようにお客様をおもてなしする

のかを考えながら、お花を生けるとい

う心を持たなくてはいけません。その

ためには、お花の基本を非常に重要視

しております。茶道なので、千利休が

茶の湯の始祖というか始められたの

は，皆さんご存じだと思いますけども、

千利休の茶の湯という『侘茶』と言っ

て、侘び寂びの質素なお花で、茶花も

野の花を使うのが基本であります。そ

れとは対して私たちの華道の流派は

池坊なのですが、池坊の華道も、茶の

湯と同じかそれよりも古い歴史があ

り、お花は元々、仏さまに供えをする

ために生まれたものと伺っておりま

す。それもやはり、お花の四季の折々

を非常に大事にしているというとこ

ろで、利休の志と通ずるものがあるか

と思います。こういった中で、茶道の

中で池坊の濱田先生をご紹介頂いた

ことは非常に我々茶道部にとっては

幸せなことだったと思います。  

それでは、実際にどんなお稽古をして

いるかご紹介します。  

普段はお花ではなく、お茶をお稽古し

ている場所にお花の準備をしていき

ます。狭い部屋なので、部員全員が一

同に介してやることはとても出来な

いので、だいたい 10 人以下でローテ

ーションをしてやっております。決ま

った人数分のハサミや花器を用意し

まして、お花はいつも濱田先生が学生

の費用負担が重くならないようなリ

ーズナブルでたくさんのお花を用意

して頂いて持ってきていただいてお

ります。池坊のお花は、『立花』と『生

花』と『自由花』の 3 つの大きな形が

りますが、高専は、その中で自由花を

ずっと習っております。この日のお稽

古は、ひまわりとチースとユーカリの

3 種類だけのお花の材料で生けるとい

うお稽古でした。少ない花材、花の材

料でも、器が変わったりとか、生ける

人が変わったりとかで様々な作品が

出来上がっていきます。1 人 1 人の学

生が生け終わったところから先生の

ご指導があって、アドバイスにしたが

って手直しをします。全部終わった後

には、濱田先生から全体の講評があり

ます。華道の技術的なこととか、ちょ

っとしたお花のことのお話などがあ

り、こうしたことを積み重ねていく形

になっています。この日に生けた花材

は 3つ同じ材料ですが、それぞれやは

りその学生の個性がでる作品になっ

ています。  

次に１年間の活動についてお話をい

たします。1 年間を通した活動として

は実はいろんな取組みを行っており

ます。先ほどご紹介をしたお稽古は基

本的には月 1回です。それに加え、そ

れぞれの季節によってイベントがご



 

釧路ベイロータリークラブ会報 

6 

 

ざいます。また、普段お稽古したお花

を玄関に飾るという事もやっていま

す。これは学校美化への協力になり、

入学式ですとか卒業式とか、オープン

キャンパスなどの大きなイベントの

時には、学校の方がお花代を出してく

れるので、普段のお稽古よりたくさん

の花材を使って生けます。こういった

活動にも普段のお稽古の成果が出て

いるかと思います。   

それから 6月下旬から 7月上旬にかけ

て、短期留学生が高専に来ます。その

学生たちに、濱田先生がメイン講師で、

部員たちが補助について華道体験教

室を実施しています。外国人の方に華

道、日本の文化を伝えることが目的で

す。いろいろな場面で日本文化を紹介

するのに華道は非常に好評なのです

が、留学生の皆さんも華道を非常に喜

んでやって頂いております。  

7 月下旬のオープンキャンパスは、茶

道がメインのイベントではあるんで

すけれども、私たちは華道の取組みと

いうよりも部活の成果の発表として、

オープンキャンパスで会場にお花を

たくさん飾って華道もやっています

ということを中学生にアピールして

おります。   

10月下旬に、最大の一番大きなイベン

トの学校祭があります。1 年間の成果

をこの学校祭という場で発揮するた

めに、たくさんのお花と大きな作品

『大作』を作ります。『大作』は、花

器と花だけではなく、いろいろな材料

を使い工夫を凝らした大きな作品を

作ることです。お花をただ水に生ける

のではないので、その時の展示テーマ

にあった作品にするため、アイデアを

出し、どういった大きさにしたら映え

るのか、工作はどうしたらいいかなど

を学生たちは考えながら、そして濱田

先生にご指導を受けながら作ってお

ります。毎年、毎年華やかな作品がで

きあがります。この２年はコロナ禍で、

外のお客さまをご招待して見て頂く

ことができないのが残念ですが、それ

でも、学生たちはいつもと変わらず頑

張って作品を作っていました。   

学外の活動、取組みをいくつかご紹介

します。 華道はスポーツなどと違っ

て「大会」がないので対外的に成果を

競うという場が少ないのですが、池坊

は学校華道に非常に力を入れている

ところで、学生むけのコンテストをい

くつか実施しています。高専ではその

中の「インターネット華展」に毎年参

加しています。インターネット華展は

華道作品の写真とその作品コメント

をネット上で池坊に送り、その写真で

審査をして頂けるというコンテスト

です。主に，学校祭の時の作品をなる

べく綺麗に写真撮影をして、審査に送

っています。その中で、2019 年度は、

初めて全国で 5番目くらいの賞を頂く

ことができました。この時の出品数が

2 万点ぐらいの中の 5 番目なので、非

常に名誉のあることだと思います。こ

ちらの受賞作品は普通の花器ではな

くて、ホラ貝みたいな大きな貝に生け

ております。こういった発想の豊かさ

なんかも、濱田先生のご指導によって

できたものかなと思っています。  
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また、この作品に対するコメントは、

学生自身が作文をします。この作品に

込めた想い，なぜこういった作品にな

ったのか、この花を使った理由など、

ただお花を生けるだけじゃなく様々

なことを発想し、それを言葉にするこ

とも華道の勉強で、それができること

も華道の良い所ではないかと私は思

っています。   

それから、濱田先生の社中展が毎年行

われています。それに出展させて頂い

たり、ちょっとしたお手伝いをさせて

頂いたことがございます。少し前にな

りますが、釧路高専が濱田社中展の一

画のコーナーを設けて頂いて、制作展

示をしたときの写真がこちらになり

ます。その後も濱田先生の社中展には、

度々学生の作品を出展させて頂いた

りと、ご協力させて頂いたりしていま

す。また池坊釧路支部展への出品や、

イベントのお手伝いなどもさせてい

ただいたこともあります。さらに何年

か前に北海道全体の華道連合展とい

うすごく大きいイベントがあったと

きに、私たち学生が華道部としてイベ

ントのお手伝いをさせて頂いたとい

う事もございました。このときも本当

に非常に思い出深いお手伝いになっ

たかなと思います。  

 最後になりますけども、寄贈いただ

いた品についてご紹介したいと思い

ます。本当にたくさんの品物が送られ

てきました。お花を生ける花器、それ

からお花鋏。実は、池坊の華道にはた

いへんたくさんの針金を使います。そ

の針金のセットや、針金を切る専用の

ペンチです。今回、釧路ベイロータリ

ークラブ様から寄贈していただいた

花器は、非常にとってもユニークで可

愛くてワクワクするような形のもが

たくさん送られてきました。早速です

が、私と稲守でいただいた花器を使っ

てお花を生けさせていただきました。

こちらは稲守が生けた作品で、私は小

さい花器でこのように生けさせてい

ただきました。これらのこういったた

くさんの花器で、作品の幅・活動の幅

が本当に広がると思います。   

 最後に、釧路高専の茶道部の華道の

活動についてまとめます。  

茶道部は創部当時からお花とお茶と

共に学んでおります。創部以来池坊の

流派で教えて頂いており、濱田先生に

は 2001 年からずっと教授していただ

いて、20年以上非常に高専に貢献して

頂いております。  

また華道は、学生個人個人のイマジネ

ーションや気持ちを育てるのはもち

ろん、広く日本文化を伝えること、国

際交流に非常に役立つので、これから

も留学生の交流と共に続けていきた

いと思っております。 

また華道を通したボランティアや対

外的な交流は学生の成長を促進させ

るものと考えておりますので、いろい

ろな活動も華道を通して行えるよう

精進したいと考えております。  

今回は本当にたくさんの貴重なもの

をありがとうございました。 

ご清聴ありがとうございます。  
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■ ベイクラブ会員から一言 

《私の楽しみ》伊藤広樹 

 

改めて自分の楽しみを考える機会を

頂きました。 

一貫した趣味は特にはありません。 

子供の頃は、自転車で海や川で釣りを

楽しみ、冬は山スキー・スケート等 

厚岸・白糠・標茶町まで行ってました。 

２０代前半は、ドライブ、冬はスキー

にはまっていた時代でした。 

２０代後半は、ゴルフにはまり毎週３

回以上練習に行って月３回以上ラウ

ンドし、スコアの１００を切る頃が一

番一生懸命していました。 

最近の楽しみといえば、日常的に人に

会ってお酒をのみかわしながら会話

をしたり、週末の晩酌等ウヰスキー、

ワインが好きです。 

お酒が好きという観点から旅行も大

好きで、行く先々で地元の美味しい物 

を摘みながらお酒を楽しむ、行きたい

所はたくさんあります。 

先々週は、湘南・鎌倉・横浜・木更津

で娘家族と楽しいひと時を過ごして

きました。 

暇とお金があれば世界中、旅をしてみ

たいです。 

体を動かす事が少ない中で、20代後半

から始めたゴルフ、いまでは年間１５

回程度で上達するほど練習はしてい

ませんけれども気分転換や、歩く事を

心掛けて楽しくラウンドしています。 

まだまだ子育て中、末っ子の大学卒業

までは仕事中心の毎日で日々忙しく

過ごしている中で、ロータリーの例会

があり、仲間との会合があり体に気を

付けながらメリハリをもって過ごし

ています。 

 

≪ 例会風景≫ 

 

奉仕の理想 斉唱 

 

 楽しい夕食の一コマです 
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相変わらず PCR検査大変なんでしょう

か？どうぞお体にお気を付けくださ

い 

 

 

 真剣な話題でしょうか？ 

 

  

卓話前は緊張しますよね 

 

 

 

濱田会長より目録の贈呈です 

 
 

高専華道部生徒さんと濱田会長 

 

 

後藤委員長より出席報告です 
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  濱田会長が高専華道部生徒さんに華道をご指導されている場面です。 

 大槻先生・稲守先生素晴らしい卓話・資料ありがとうございました。 

 釧路高専華道部の皆様これからもご活躍ください。 

 

 

釧路ベイロータリークラブ出席委員会 

在 籍 会 員 数 ２１名 賜 暇 / 免 除 欠席 / メイクアップ 出 席 率 

今 週 の 出 席 率 
出席 

１６ 名 
名 / １名 ４名 / 名 ８０ ％ 

 日 修正出席率   名 名 / 名 名 / 名   ％ 

 

 会報・雑誌・IT委員長   横山   豊：yokoyama_jiritsu@email.plala.or.jp            クラブ事務所 

      副委員長    伊藤 広樹 ：landito@peace.ocn.ne.jp       釧路市幸町14丁目1-1ノースコートサンスイ２F   

委     員    森 圭一郎：fujitokenkogyo@purple.plala.or.jp   TEL：（0154）23-6175  FAX：(0154)23-6213 

       委    員    後藤 義信：yoshinob510@outlook.com         URL://www.rc-kushiro.jp/bay/ 


